
★ラマン散乱
第１５回 ラマン散乱

物質に光を照射→散乱

散乱光に入射光以外の波長の光：

波長は物質に依 存→ラマン 散乱

入射光 

レイリー散乱  ：弾性散乱，エネルギーの授受無し

ストークスラマン散乱 -R 非弾性散乱

ｱﾝﾁｽﾄｰｸｽラマン散乱 +R エネルギーの授受あり



★ラマン散乱
第１５回 ラマン散乱

① ② ⑤④

③

③ ① 入射光

② レイリー散乱 ①＝②

③ 授受するエネルギー

④ ストークスラマン散乱

⑤ アンチストークスラマン散乱

①≠④，⑤

④，⑤ 物質とエネルギーの授受：二光子過程

物質の振動，回転，物質中の電子遷移からエネルギーの授受

振動，回転，電子遷移は 物質固有→ 物質の同定 が可能



★古典論的解釈
第１５回 ラマン散乱

分極Pは電界Eに比例, :分極率， P=E
光：E時間変動，P変動→電磁波放出

ij：分極テンソル：k番目の基準座標Qkで1次までテーラー展開
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レイリー散乱 ：0, ラマン散乱 ：k±0 出る

←x成分のみ考えて



★古典論的解釈
第１５回 ラマン散乱
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←これが0だとラマンない

ラマンある

ラマンない

座標変位で，平衡位置近辺で極値だと   0/
0
 kij Q

ひっくり返すと

+Qk, －Qkで 形同じ

Qk=0で 極値

XRDで区別付かなくてもラマンならわかる（時がある）



★観測時の注意点
第１５回 ラマン散乱

●分光器

☆ラマン散乱は励起光波長にすごく近い

single分光器だと励起光の裾に隠れる

☆観測範囲狭い→高分解能必要

→doubleかTripple分光器必要

●光源

ラマン散乱の太さは光源に依存→狭い方がよい

PLに隠れるときあり→サンプルが励起されない波長が良い

●検出器

弱いのでPMT+Photon counterかCCDで積算


